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１．経営理念と社名の由来、2018年度経営ｽﾛｰｶﾞﾝ

＜経営理念＞

喜んでもらう喜び 己も喜びたい（ＦＯＲ ＹＯＵ）

＜社名 ＴＢの由来＞

①トレンディビジネス（TB）を目指します。
時流の「環境」「健康」「観光」のグッド３K市場でニッチトップシェアをとる事業を行います。

②トータルワンストップビジネス（TB）を目指します。
メーカーからソリューションビジネスまで、ワンストップで顧客満足の高いビジネスを行います。

＜2018年度 経営スローガン＞

「３Ｃ（ﾁｪﾝｼﾞ ﾁｬﾝｽ ｺﾈｸﾄ）でＮＥＸＴステージへ！」
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①「チェンジ（変化）」は、半旧倍新を更に進める前向きの攻めの戦略とします。
②「チャンス（好機）」は、新規事業が芽を出し始めました。ＬＥＤにおける高精細フルカラービジョン、ｉサイネージ、

ＳＡのレジ・ＰＯＳにおけるクラウド対応レジ、インバウンドにおける「ＩＰＴＶ活用スマテレ®」、病院・介護施設向
け「スマートヘルスケア」等を有力企業との「共創」と「協業」戦略で収益化を図ります。

③「コネクト（つながる）」は、ハードセールス主体の収益モデルから、ハード＋システム＋情報・保守サービスの
ソリューション型収益モデルの拡充を図ります。



２．会社概要

会 社 名 株式会社ＴＢグループ

代 表 者 村田 三郎

設 立 1946年11月6日

本社所在地 東京都文京区本郷３－２６－６

資 本 金 ３９．５億円

上場取引所 東京証券取引所市場第2部（証券コード6775）

従 業 員 数 連結152名、単体63名

事 業 内 容 ①LEDサイネージ＆ソリューション事業
②レジスター・ＰＯＳ・フィンテック機器メーカー
③インバウンド・ホテル「スマテレ®」事業
④まゆ玉カプセルホテル事業
⑤スマートヘルスケア事業
⑥ドライブレコーダー、テレマティクス事業 ―２―



創業~1970年代
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ発明
・ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ発明
・LED発明
・ﾏｲｺﾝ／PC誕生

1980年代
・家庭用VTR発売
・３D映像第2次ブーム

1990年代
・携帯電話誕生
・ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ元年
・Webﾌﾞﾗｳｻﾞ登場
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ元年

2000年代
・ﾌﾟﾗｽﾞﾏTV登場
・ﾃﾞｼﾞｶﾒ登場
・iMac／iPod登場
・DVDﾚｺｰﾀﾞ登場

2010年以降
・iPhone／iPad登場
・掃除ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾙﾝﾊﾞ登場
・ﾌﾞﾙｰﾚｲ登場
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新世代薄型面光源
イルミフェイス

（住友化学と共同開発）
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技術と融合

タブレットレジ

―３―

ｽﾏｰﾄﾍﾙｽｹｱ事業

ま
ゆ
玉
事
業



㈱TBグループ

㈱TOWA ㈱Mビジュアル トータル
テクノ㈱

㈱ホスピタル
ネット

（ 子会社グループ ） （ 関連会社グループ ）

「TOWA」ブランド
販売事業会社
資本金1億円

株主
TBグループ／光通信

インバウンド事業／
ﾎﾃﾙVOD事業会社
資本金6000万円

株主
ＴＢグループ

R&D会社
資本金1億円

株主
ＴＢグループ

病院ｼｽﾃﾑ事業会社
資本金5.49億円

株主
・TBグループ
・シダックスフード
・日本金銭機械 他

株式会社TBグループ
http://www.tb‐group.co.jp

2.2 グループ構成

㈱エム
モビリティ

ドライブレコーダー
関連事業会社
資本金2.98億円

株主
・TBｸﾞﾙｰﾌﾟ
・ＡＤＥ
・ＮＤＳ
・毎日新聞 他

―４―



３．人脈

中島 義雄（なかじま よしお） 氏

＜略歴＞

昭和17年3月30日生

平成5年 大蔵省（現財務省）主計局次長

平成12年 京セラミタ㈱代表取締役専務

平成17年 船井電機㈱取締役執行役員副社長

平成21年 セーラー万年筆㈱代表取締役社長

平成29年 ㈶日本価値協創機構特別顧問（現任）

㈱TBグループ 社外取締役 ―５―

安藤 国威（あんどう くにたけ） 氏

＜略歴＞
昭和17年1月1日生
昭和44年 ソニー株式会社入社
昭和54年 ソニー・プルデンシャル生命保険

株式会社（現ソニー生命保険株式
会社）代表取締役常務

平成 6年 ソニー株式会社取締役
平成12年 ソニー株式会社 代表取締役

社長兼COO
平成17年 ソニーフィナンシャルホール

ディング株式会社 代表取締役会長
平成23年 ソニー生命保険株式会社 名誉会長

㈱TBグループ 特別顧問

㈱エムモビリティ 取締役会長

藤野 公孝（ふじの きみたか）氏

＜略歴＞
昭和２３年５月２９日広島県生
平成１１年 運輸省運輸政策局観光部長
平成１２年 大臣官房 総務審議官（退官）
平成１５年 参議院議員
平成１８年 国土交通大臣政務官
平成２７年 （一社）全日本社寺観光連盟会長
平成２９年 （一社）宿泊施設関連協会最高顧問

㈱Ｍビジュアル 顧問

中澤 信雄（なかざわ のぶお）氏

＜略歴＞
昭和19(1944)年8月7日生
1968年 4月 野村證券株式会社入社
1996年 6月 同社代表取締役専務(投資銀行兼

国際金融)
1999年 6月 国際証券株式会社代表取締役社長
2002年 9月 三菱UFJモルガン・スタンレー証券

株式会社代表取締役社長
2004年 6月 三菱UFJモルガン・スタンレー国際

投信株式会社代表取締役会長
2006年 4月 事業創造大学院大学学長
2010年 6月 東京コーパス総合研究所代表

取締役社長（現任）

㈱TBグループ 顧問



４．㈱Mビジュアルの成長戦略（インバウンド事業会社）

１）設立 ・平成13年10月1日

２）資本金 ・6000万円

３）代表者 ・代表取締役社長：清水 洋一郎
元JTBコミュニケーションズ代表取締役

４）主要株主 ・TBグループ（100％）

５）事業内容 ①インバウンド IPTV事業
ホテル向けPTV “スマテレ ”
による多言語放送＆e-コ マース事業

② AIロボットサービス事業
ホテル向け“案内＆デリバリーサービス
ロボット“MDR—１”

③ インテリジェント タブレット事業
ホテル向けインテリジェントントタブレット
サービス “INT-TAB”

④ハイスピードWifiサービス事業
ホテル向け高品質Wifiサービスをゲスト
テック＆アルテリアと事業提携して展開

⑤多言語音声ペン事業
有名観光地および企業ミュージアム向け
多言語ガイドサービス

⑥多言語LEDサイネージのレンタル＆
ソリューション事業
街角サイネージ展開中！

＜市況動向＞
2018年は3,119万人（前年比+8.7%）と３千万
人の大台を超え過去最高に！！
日本政府観光局（JNTO）は2018年の訪日外国人客
数は、過去最高の3,119万人と発表。また旅行消費
額（速報）は4.5兆円と2011年（8,135憶円）から、7
年連続で増加したことを発表した。7月の西日本豪

雨など災害の影響で、一時は旅行客の減少が見ら
れたものの、クルーズ客の増加や、訪日旅行プロ
モーションにより、順調に旅行者数は増加した。
国籍・地域別にみると、中国がトップで838万人、

1兆5,370億円消費額と全体の3割を占める。
2020年、日本政府は訪日外国人旅行者を4,000

万人、訪日客旅行消費額は8兆円を目標としており、

宿泊施設の増強や地方への回遊や、体験型消費
の促進など国をあげての施策が必要。

―６―



4.1 ホテル向けAIロボットサービス

ホテル向けAIロボットサービスを日本国内向けに販売開始する。ホテルの客室案内及びデリバリーサービスの無人
化を実現。出前サービスアプリと連動して近隣店舗からデリバリーサービスで収益拡大をめざす。

（株）TBグループ・（株）Mビジュアルは2016年より㈱
国際電気通信基礎技術研究所（ATR）が共同で接
客ロボットによる観光案内実証試験を実施。
この度ロボットサービス事業の一環として上海大学

のベンチャー企業Limig Technology社と協働し多言
語デリバリーロボット（MDR-1)を同社のホテル向け
サービス事業として開始する。
多言語音声対話機能をもち自動測位システム搭

載して施設案内サービスや客室への各種物品や飲
食料などのデリバリーサービスを行う。デリバリー機能
としては46リットルと大容量の商品搬送能力があり、
スマホやホテル内の電話と連動した呼び出し機能を
持つ。
またカメラ搭載で画像認識可能で見回り機能を有

する。時速４km程度で走行し斜度10度の坂道登攀
が可能で12時間連続稼働でき、稼働時間や作業内
容が遠隔のスマホで見ることができる。また今後はホ
テルの自動受付機との連動による自動案内サービス
を予定。

案内機能 デリバリー機能 エレベーター制御

自立充電 自律運転機能 多言語機能

MDR—１

―７―



日本のホテルのWifiは世界と比べて遅い！
人気観光地ランキング※1上位2都市のパリ、ロンドンと比較す
ると、日本のホテルは最高速度が遅く、1Mbps以下のホテルが
多い状況にある。

世界108か国のハイエンドホテルのネットワークを持

つ北米ゲストテック社およびアルテリアネットワークス
（東証1部上場）と昨年12月事業提携を実施した。
日本におけるハイエンドホテルへの高品質・高速Wifi
サービス事業を展開する。

4.3 ハイスピードWifiサービス

ホテル向けハイスピードWifiサービスを世界最大のホ
テルWifiサービス企業ゲストテック社および東証1部上
場アルテリア・ネットワークスと組んで実施する。

今後は日本のホテルのWifi品質の格付け～WiFi品質
基準認定制度の導入を推進する。

清掃管理機能

4.2 インバウンド「スマテレ®」

最先端の技術で新たな客室インターネットテレビを提供！
基本的にはAndroidスマホでできることがテレビで出来る
「スマテレ」。音楽、映画、海外テレビ番組やYou Tube, 
ゲームなどコンテンツや観光案内やグルメ案内など多様
な情報を大画面のテレビで見たり、調べたりできる。

従来のVODに代わる新ホテル客室テレビシステム
■スマテレには多様なアプリが搭載（アフィリエイト）

・映画コンテンツ Hulu ,U‐NEXT, DMM （予定）
・グルメ案内 くるナビ ・観光案内 JTB（予定）

■スクリーン.・ミラーリングサービス機能付き
■オンラインショッピング “JAPAN TREND ”
■多言語対応 広告配信機能
■インフォメーション・メッセージ・アンケート機能付き
■ホテルスタッフ清掃管理支援機能

―8―



■大型ビジョン分野
①オリンピック開催、

ｽﾎﾟｰﾂﾋﾞｼﾞｮﾝの普及
②IR法案可決による

ｴﾝﾀﾒﾋﾞｼﾞｮﾝ普及

■デジタルサイネージ分野
店舗様の最大のテーマは集客

➔ラスト1マイルを制覇する!
①フルカラー戦略にシフト(価格競争力追及)
②共通ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑで顧客満足向上
③満空システムの提供
④新ブランドによる新チャネル展開

■レジ/POS分野
戦略: 市場掘起し奪回。

➔業界シェア（7万台）奪回!
①軽減税率補助金制度の特需継続
②ｷｬｯｼｭﾚｽ特需に対応(10万店)
③新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞによる新販売方式・ﾁｬﾈﾙ展開
④道の駅・ＮＥＸＣＯ・国税案件等の獲得

■省力化(セルフ)分野
戦略:人手不足に対応

➔省力化時代対応セルフシステム!
①ホテル無人チェックインシステム
②飲食店セルフシステム

５．新たなビジネスモデルの創出!

■まゆ玉事業分野
①まゆ玉BOXの販売
②ホテル直営・フランチャイズ展開
③ﾄﾚｰﾗｰ型ホテル(まゆ箱)展開

業界
シェア
NO.1
を拡散

最安
ｸﾗｽ

省力化

―9―
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6.1 ＬＥＤサイネージ（パブリシティ）
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6.2 ＬＥＤサイネージ（パブリシティ）
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■事業展開セグメント

⇒LCMHをコアコンピタンスとした宿泊業界へのトータル支援事業へ

７．まゆ玉 今後の事業概要 CONFIDETIAL

①Sleepingbox®まゆ玉®の販売事業
ホテル・空きテナントを
活用したまゆ玉の販売。

事業テーマ : LCMH(ﾛｰｺｽﾄ・ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ・ﾎﾃﾙ)パッケージ、支援事業

③無人清算機によるLCMH支援事業
2018/6フロント無人化に
対応した無人フロント
チェックイン機の販売。

④人手不足に対応して人材支援事業
技能実習生/シルバーパワーを
活用した育成・紹介支援

②遊休地へのﾄﾚｰﾗｰ型まゆ玉販売事業
市街化調整区域
・離島・駐車場等
への合法的なまゆ玉
ﾄﾚｰﾗｰの販売。
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7.1 まゆ玉（パブリシティ）
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7.2 まゆ玉（パブリシティ）
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＜HoｓPad導入事例 健診システム＞
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＜スマートヘルスケア概要図＞

病室テレビのスマート化（IPTV&AI対応）

①各種コンテンツ／人気動画配信サービス

② AIスピーカーによる病院のインフォメーション提供

③ AIスピーカーによるアラーム・タイマー設定、
ニュース・天気予報など各種情報の取得

④音声でのテレビ、照明やエアコンの制御

⑤ランドリーの使用状況をリアルタイムに通知

⑥見守り機能

⑦インフォームド・コンセント(*) のサポート

(*) 治療や手術などに際して、医師が病状や治療方針
を分かりやすく説明し、患者の同意を得ること

８．ニュービジネス スマートヘルスケア分野



＜在宅スマートケア ビジネス （概要）＞
見守りサービス（※）により、介護職員の巡視業務の負荷を軽減。

※見守り対象者のバイタルデータや室内での行動などを検知し、状態の変化を常時確認する
オンライン上で見守りセンター／介護施設／家族などとのTV電話が可能 （医療施設での遠隔診療の受診も可能）

見守り対象者

医療機関

遠隔診察サービス

使用機器
• TV
•または、
タブレット／スマ
ホ

使用機器
•パソコン
• またはタブレット

ヘルスケア機器連携

バイタルデータの測定

バイタルデータ 見守り対象者のバイタル
データ

在宅ケア／見守り

見守りセンター

使用機器
•パソコン
• またはタブレット

TV会議システムによる面談

室内での行動やバイタルデータなどを検
出し、状態の変化を常時確認

各種センサー連携

ドアセンサー
モーションセンサー

高画質のビデオ通話
カード決済やスマホ決済
高精度なバイタルデータ測定（非接触型）

オプション

AIによるバイタルデータの数値分析など
健康状態の科学的な管理を活用

構想中
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